
   
 

台風の影響  今週初めの台風１０号の影響は、いかがで

したか。「特別警報級」「史上最強クラス」な

どの報道で、大変心配しました。子ども達か

ら話を聞くと、７日（月）は、停電した家庭

が多く、日常の生活ぶりではなかったとのこ

とでした。停電の中で過ごすことに疲れたの

か、８日（火）の子どもたちは、何となく元

気がないような感じでした。学校も停電して

いましたが、翌日８日（火）の朝には復旧し

ていましたので、学校生活には影響ありませんでした。先週の台風９

号の時も停電し、エアコンや扇風機が使えず寝苦しかったとか、炊飯

器や IH のコンロが使えず、朝食がパンだったなどと子ども達が教え

てくれましたが、日常のありがたさがよく分かったのではないでしょ

うか。私も改めて、電気のありがたさを感じました。 

学校では、他にも台風の影響があり、校門近くの樹木が何本も折れ

ていました。たまたま、納所東西の区長様が様子を見られて、切って

やろうという事で、４名の方がおいでになり、脚立にのぼって、高い

位置の折れた枝を切ったり、チェーンソーで長めに折れた木を短めにそろえたりして、片づけてくださいまし

た。あっという間の作業でした。皆さんの仕事の速さに職員も驚いていました。地域の皆様のおかげで、子ど

も達が安全に過ごせることに、大変ありがたいと思いました。作業をしてくださった皆様、本当にありがとう

ございました。 

福祉体験学習（４年） 点字学習 

４年生は、総合的な学習の時間に、福

祉について勉強しています。そのうちの

１つとして、点字の学習を外部講師を

招いて学習しました。外部講師は、東

城内の障がい者支援センター（りんく）

で、ボランティア活動をされている『ぼ

ちぼち会』の皆さんです。普段は、一

般の本を点字の本にする作業をされて

いるそうです。 

４年生のために３名の方においで頂きました。また、活動のサポートをされている、唐津市社会福祉協議会

からも２名おいでになりました。 

４年生は、事前に少しずつ点字学習をしていたので、「とても理解が早く、どんどん内容を進めました。」と講師の方

が言われました。また、「どの子も熱心に取り組んでいて、感心しました。」とお褒めの言葉を頂きました。 

 

２０２０年 ９月９日 第６号  文責： 納所小学校長 福田 浩一郎 

 

学校教育目標 「心豊かに自ら学び 生き生きと活動する納所っ子の育成」  

～ ともに 伸びる  教育活動の実現 ～ 

 「の」…のぞみをもって がんばる子 「う」…うつくしい心で 思いやりのある子 「さ」…さわやかで たくましい子 

 



平和集会 ９月３日（木） 

 台風９号の影響で、停電していましたが、読み語りグループ SORA の皆

さんが、何とか出来ます、ということで、平和集会を行いました。 

読み語りをしてくださった本は、『わたしのて』『いわたくんちのおばあち

ゃん』の２冊でした。効果音を出したり、ピアノの演奏で、情景を表した

り、歌を歌ったりと多彩な表現で、読み語りをしてくださいました。子ど

も達が、物語の世界に入り込んだような雰囲気に包まれました。 

 次に、平和の尊さを身近に考えてもらうために、各学年で平和の誓いを

考えてもらいました。 

１年 

えがお かがやくように ともだちに やさしく します 

 

２年 

みんななかよく たすけあう 「ありがとう」いっぱいのクラス 

３年 

だれにでも やさしく助け合い いつまでも えがおで 思いやりのある クラス 

 

４年 

何事にも ちょう戦し、協力し合い、 わらいのあふれる クラスにします 

 

５年 

今、生きていることに感しゃの気持ちを忘れずに 一人一人を大切にするクラスを目指そう 

 

６年 

差別なく だれにでも 関心を持ち 仲のいい ６年生になろう 

 

 どの学年も友達を大切にすることを言葉にしてくれました。普段の生活でも周りの人のことを考えることが

出来る人になってほしいと願っています。 


